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３ 協議事項 

 

 

協議テーマ 

 

『子どもの夢・目標・志を育み、本市の将来を支える人材として育むためには、

学校や行政、地域、家庭は何をなすべきか』 

 

 

＜論点＞ 

 本市で生まれ育つ子ども達が、ふるさと舞鶴の良さを知り、郷土愛を持つ

とともに、将来へ向けての夢や志を育むためには何が必要なのか。 

 保幼小中の切れ目ない教育の推進を図るため、舞鶴市乳幼児教育ビジョン

を踏まえた取組や、小中一貫教育などの取組を進める中で、今後さらにど

ういった取組が必要なのか。 

 若手教員が多くなっている現状等を踏まえ、学校・教員に求められる教育

力を、どのように向上させていくのか。 

 コミュニティ・スクールの導入により、地域と学校がどのように連携を進

めていくべきなのか。地域の教育力をどのように活かしていくか。 

 家庭の教育力を高めるうえで、親教育をどのように進めていくのか。 

 家庭の実情を踏まえ、学校と家庭とがどのようにつながりを深め、家庭支

援を行っていくか。 
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舞鶴市教育振興大綱の概要 

大綱の策定要旨 

大綱と事業計画の位置付け 

育てたい子ども像と基本理念、基本方針 
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ふるさと舞鶴を愛し 夢に向かって将来を切り拓く子ども 

 

０歳から１５歳までの切れ目ない質の高い教育の充実 

育てたい子ども像 

基本理念 

５つの基本方針 

1. 生きる力を育み子どもの夢をかなえる教育の推進 
2. 子どもを育てる教育環境の充実 
3. ふるさとを愛する教育の推進 
4. 地域社会で支える教育と子育て支援の充実 
5. 心豊かな生涯学習の推進 

育みたいこと 

自
立 

自
律 

ふるさと舞鶴を愛す
る 

コミュニケーション
能力を有する 

夢の実現に向かって
力強く生きる 

人を思いやり親や周
りの人に感謝する 

新たな舞鶴市総合計画 
（平成23～30年度） 

舞鶴市教育振興大綱 
（平成27～30年度） 

教育の重点 
（各年度） 

事業計画 
（平成27～30年度） 

年度ごとに重点目 
標を定めるもの 

計画期間の主要施策と 
目標数値による進捗管理 

 舞鶴市教育振興大綱は、市長と市教育

委員で構成する「舞鶴市総合教育会

議」において協議し、定めたもの。 

 将来を担う子ども達を育む本市教育の

基本的な方針であり、本市が目指す

「育てたい子ども像」や「教育の基本

理念」、「施策の基本方針」からなる。 



生きる力を育み子どもの夢をかなえる教育の推進 基本方針１ 

 ０歳から１５歳の子どもの成長の視点に立ち、成長に合わせた円滑な教育の流れを構築するため、０

歳から就学前の乳幼児期と義務教育９年間を、切れ目のない一貫した教育の期間として捉え、教育内容

の充実をはじめ、いわゆる“小１プロブレム”や“中１ギャップ”の解消等に向け「保幼小中の連携」

や「小中一貫教育」の実施など切れ目のない教育を推進します。 

基本施策(１) 切れ目ない教育の推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

子ども・若者支援会議運営
事業 

０歳から概ね20歳までの切れ目ない育成支援のあ
り方や子どもを取り巻く今日的課題への支援を総
合的・計画的に推進するための会議を設置 

事業費 － 670 657 800 

乳幼児教育ビジョン推進事
業 

０歳から就学前の乳幼児期において、小学校以降
の学びや育ちの土台を身に付ける乳幼児教育の
充実に取り組む 

事業費 5,283 8,812 8,480 7,400 

保幼小連携に取り
組む小学校区数 

－ 18校 18校 18校 

小中一貫教育推進事業 

 学力向上と学校生活への適応（中１ギャップの解
消）に向け、義務教育課程のシームレス化を図る
小中一貫教育を推進する。当事業では、モデル校
区の取組を支援するため、指導主事による指導・
助言、乗入授業支援、小小連携・小中連携支援等
を行う 

事業費 1,045 6,828 7,162 9,000 

小中一貫教育に取
り組む中学校区数 

－ 2校区 4校区 7校区 

授業がよくわかると
回答した子どもの
割合 

小学校  
83.4% 

中学校 
76.3% 

小学校  
81.5% 

中学校 
72.4% 

小学校  
87.0% 

中学校 
80.0% 

小学校  
80.0%超 

中学校 
80.0%超 

主要施策 
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生きる力を育み子どもの夢をかなえる教育の推進 基本方針１ 

 幼児教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培ううえで大変重要であるため、本市における幼児教育

のビジョンを策定し、幼稚園や保育所（園）における０歳から就学前の乳幼児期に求められる主体性や

自主性を養う教育の充実など、さらに義務教育段階へとつながる質の高い幼児教育の充実を図ります。 

基本施策(２) 質の高い幼児教育の推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

乳幼児教育ビジョン推進事業 
（再掲） 

【ビジョンの周知】 
家庭・地域等に向けたビジョン通信
（ニュースレター）の作成、説明会・講
演会等の開催 
【推進体制づくり】 
乳幼児教育の推進体制構築事業検
討会議の設置 
【保幼小接続カリキュラム策定】 
策定会議の設置 
【乳幼児教育の質の向上研修】 
公私立の保育者・教員が共に講師の
指導を受け学ぶ 

事業費 5,283 8,812 8,480 7,400 

説明会・講演会
等の開催 

－ 8回 6回 3回 

保育者・教員研
修の開催 

－ 16回 14回 8回 

保育の質の向上に係る保育士確保支
援事業費補助 

私立保育所における保育の記録・園内
研修、情報発信等の時間を確保するた
め、加配保育士の費用を一部支援 

事業費 － 6,388 8,640 11,500 

配置を行う保育
園の数 

－ 8園 12園 12園 

主要施策 
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生きる力を育み子どもの夢をかなえる教育の推進 基本方針１ 

 一人ひとりが、夢を育み夢を実現するための目標を持ち、自らの将来を切り拓いていこうとする、自

立するたくましい子どもを育てる教育環境の充実を図ります。そのため、夢チャレンジ事業の取り組み

など学力の充実・向上や一人ひとりの特性や能力を伸ばす個々に応じた教育の推進、さらに特別支援教

育の充実や貧困家庭への対応等を推進し学校教育の充実を図ります。 

基本施策(３) 個性を伸ばし夢をかなえる学校教育の充実 

主要施策 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

夢チャレンジサポート事
業 

• 中学校各学年統一の学力診断テストを実施（市独自） 
• 英語検定にチャレンジする意欲のある生徒に検定料を
支援 

• 将来の夢を考えるきっかけとするため外部講師による
講演会を実施 

• 教員OB等による支援員を配置し、個に応じたきめ細か
な対応を行う 

• 学習用プリント教材の配信サービスの導入により、個々
の学力課題に応じたプリントを作成し学習指導を行う 

事業費 20,884 23,669 24,544 24,642 

将来の夢や目標
を持っている児
童生徒の割合 

小学校  
69.6% 

中学校 
38.9% 

小学校  
65.6% 

中学校 

39.0% 

小学校  
76.0% 

中学校 
65.0% 

小学校  
80.0% 

中学校 
80.0% 

いじめ・不登校対策事業 

不登校児童生徒に対し、学校生活への復帰と社会的自
立を支援するため、教育支援センター（明日葉）に相談員
やカウンセラーを配置し、学力の補充や生活習慣の改善
等のための相談、適応指導を行うほか、野外活動（チャレ
ンジアウトドアライフ事業）を実施 

事業費 18,206 18,074 18,392 18,555 

不登校の出現率 

小学校  
0.56% 

中学校 
3.08% 

小学校  
0.66% 

中学校 
2.90% 

小学校  
0.40% 

中学校 
2.75% 

小学校  
0.31% 

中学校 
2.63% 
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主要施策（つづき） 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

保育所発達支援事業費補助 
園児の発達を支援するために加
配する、発達支援保育士の費用
を一部支援 

事業費 32,783 28,286 30,884 47,975 

加配保育士を配置
する保育園の数 

10園 9園 12園 12園 

私立幼稚園すくすく育成補助 
園児の発達を支援するために加
配する、発達支援保育士の費用
を一部支援 

事業費 19,545 16,887 16,725 16,725 

加配教員を配置す
る幼稚園の数 

7園 7園 12園 12園 
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生きる力を育み子どもの夢をかなえる教育の推進 基本方針１ 

 乳幼児期からの遊びなど多様な運動経験や、小学校における学校体育等を通して１２歳頃までには自
らの身を守る基礎となる運動能力を身に付けるとともに、中学校の部活動等によるスポーツを通しての
体力づくりを推進します。  
 また、幼いころから様々な人との関わりの中での体験や、人権教育・道徳教育の推進により相手を思
いやり、親や周りの人に感謝する豊かな人格の形成を図るとともに、正しい生活習慣を身に付けるため
の食育を推進するなど、元気でたくましい知・徳・体のバランスのとれた健全な子どもの育成を図りま
す。 

基本施策(４) 心身ともに健全な子どもの育成 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

子育て交流施設「あそびあ
む」管理運営事業 

天候に左右されず、子どもへの豊
かな遊び体験を提供するとともに、
子育てに関する相談、情報発信等
を実施 

事業費 18,732 20,330 24,221 24,211 

利用者数 

平日平均 
138人/日 

土日祝日平均 
304人/日 

平日平均 
170人/日 

土日祝日平均 
341人/日 

平日平均 
150人/日 

土日祝日平均 
300人/日 

平日平均 
150人/日 

土日祝日平均 
300人/日 

子どもに関わる総合的な相
談支援事業 

妊娠期から子育て期を中心に、18
歳までの子どもに関わる総合的な
相談支援やニーズに応じた情報
等をワンストップで提供する 

事業費 15,055 17,871 17,871 

相談件数 30件/日 30件/日 30件/日 

主要施策 
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主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

いじめ・不登校対策事業 
（再掲） 

教育支援センターにいじめ相談室
を併設し、相談員を配置。いじめ
相談ダイヤル等により、きめ細か
な相談・対応を行う 

事業費 18,206 18,074 18,392 18,555 

不登校の出現率 

小学校  
0.56% 

中学校 
3.08% 

小学校  
0.66% 

中学校 
2.90% 

小学校  
0.40% 

中学校 
2.75% 

小学校  
0.31% 

中学校 
2.63% 

体力・運動能力、運動習慣
向上事業 

全国体力・運動能力、運動習慣等
調査を通じて、基礎的な運動能力
の習得や部活動等の指導を実施 

事業費 －  － － － 

全国体力・運動能
力、運動習慣等調
査における体力合
計点（平均点） 

小学5年生 

男子：54.71点 
(全国 53.80点) 

女子：56.72点 
(全国 55.18点) 

中学2年生 

男子：42.15点 
(全国 41.89点) 

女子：49.82点 
(全国 49.08点) 

小学5年生 

男子：54.74点 
(全国 53.92点) 

女子：55.74点 
(全国 55.54点) 

中学2年生 

男子：42.71点 
(全国 42.13点) 

女子：49.60点 
(全国 49.56点) 

毎年度 
全国の平均点
を上回る 

毎年度 
全国の平均点
を上回る 

競技力向上対策助成 
各中学校へ運動部数、生徒数に
応じて助成。府、近畿、全国大会
出場者に交通費・宿泊費を補助 

事業費 6,087 6,509 6,748 6,665 

全国大会出場者
数 

４人  11人 
平成28年度 
実績を上回る 

平成28年度 
実績を上回る 

学校給食運営事業 
（小・中学校） 

安心・安全で、栄養バランスのとれ
た魅力ある給食を全小中学校で
実施 

事業費 338,103 328,473 337,582 345,784 

朝食を毎日食べ
ている児童生徒の
割合 

小学校  
87.5% 
中学校 
80.3% 

小学校  
85.6% 
中学校 
79.1% 

小学校  
95.0% 
中学校 
95.0% 

小学校  
100.0% 
中学校 
100.0% 

主要施策（つづき） 

7 



子どもを育てる教育環境の充実 基本方針２ 

 子どもの能力や個性を伸ばすとともに健全な成長を支えるため、教育的愛情、使命感と情熱、豊かな

感性を持ち、人間的魅力にあふれる指導者の育成を図るとともに、教師や保育士等教育に携わる者の研

修等の充実により資質能力の向上を図ります。 

基本施策(１) 教師等の資質能力の向上 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

乳幼児教育ビジョン推進事業 
（再掲） 

「子どもを主体とした保育」「保幼小連
携」等について、公私立の保育者・教員
が共に講師の指導を受け学ぶ 

事業費 5,283 8,812 8,480 7,400 

保育者・教員研
修の開催 

－ 16回 14回 8回 

教員長期派遣研修事業 

中学校教員を福井県教育委員会へ１年
間派遣し、先進的な授業方法等を学び、
派遣終了後に指導的教員として教員全
体の授業力向上を図る 

事業費 －   7,836  7,869  8,590 

長期派遣教員数 －  1名  1名  1名  

主要施策 
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子どもを育てる教育環境の充実 基本方針２ 

 急激に進展する高度情報化社会に対応するため、ICTを活用した教育環境の整備促進を図るとともに

老朽施設等の施設整備の促進など、教育環境の充実を図ります。 

基本施策(２) 学校等における教育環境の充実 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

教育用コンピュータ整備事業 
（管理費を含む） 

校務用及び教育用パソコンを維持更
新することで、情報通信技術を活用し
た教育環境を整備する 

事業費 103,773 104,515 116,691 130,000 

        

施設整備事業(幼稚園) 
施設の損傷部分を修繕し、安全を確保
する 

事業費 2,019 406 0 0 

修繕等実施園 1園 1園 0園 0園 

私立幼稚園施設整備費補助 
施設の損傷部分を修繕し、安全を確保
する 

事業費 7,660 3,600 2,930 5,000 

修繕等実施園 6園 4園 5園 － 

校舎等改修事業（小学校） 劣化施設を改修し、機能向上を行う 

事業費 767 12,333 54,500 90,633 

改修工事施工学
校数 

設計1校 工事1校 工事1校 工事1校 

校舎等改修事業（中学校） 劣化施設を改修し、機能向上を行う 

事業費 4,149 33,661 293,511 5,290 

改修工事施工学
校数 

設計2校 
工事2校 
設計1校 

工事1校 設計1校 

主要施策 
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子どもを育てる教育環境の充実 基本方針２ 

 市内の高等学校や専門学校等をはじめとする高等教育機関や教育に関わるすべての機関、各種団体等

との連携を図るなど、義務教育以降における切れ目ない進路等についての支援を図ります。 

基本施策(３) 高等教育機関等との連携の推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

高等教育機関連携交流促進事業 

地域に所在する高等教育機関等の連
携強化を図るとともに、情報発信や連携
事業を展開し、地域教育環境の向上、
地元就学の促進等による地域活性化を
図る 

事業費 888 554 916 1,200 

高等教育機関等
と連携した小中
学生等を対象と
する取組数 

6 9 3 4 

育英資金支給事業 

経済的理由により、高等学校、高等専
門学校、大学等への修学困難な学生に
対して、修学に必要な学資金を支給す
る 

事業費 15,542 15,299 18,268 18,654 

ふるさと舞鶴で
就職したいと思う
学生 

主要施策 
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ふるさとを愛する教育の推進 基本方針３ 

 引揚げをはじめ本市の特色ある歴史、文化や豊かな自然について、本市独自の絵本や副読本、さらに

は野外活動等を通して身近に学ぶことにより、また、本市が果たしている港湾機能等の多様な役割や主

要な産業などについて、インターンシップなどの体験活動を通して学ぶことにより、ふるさとを愛し、

ふるさとに誇りを持つ教育の推進を図ります。 

基本施策(１) ふるさと学習の推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

「市長のふるさと
舞鶴講義」の開催 

将来に夢を持つことの大切さや、ふるさと舞鶴の魅力について、
市長が中学生に講義を行う 

事業費 － － － － 

市長講義を実施
する中学校数 

2校 6校 7校 7校 

特色ある教育活
動支援事業費補
助 
（小・中学校） 

【教育活動支援事業】 
総合的な学習の時間、体験活動、野外活動、クラブ活動、部活
動において、地域人材を活用した特色ある教育活動を支援（小
学校６年生では引揚記念館を見学し、ふるさと学習を実施など） 
【地域ふれあい体験活動事業】 
地域や学校の実態に応じて創意工夫し、職場体験、世代間交
流、福祉職場体験、農業体験、伝統的文化活動などを実施 

事業費 7,281 7,011 7,757 7,853 

ふるさと舞鶴へ
の誇りと愛着を
持つ児童生徒 

        

夢チャレンジサ
ポート事業 

【夢サポート事業】 
各中学校の特色ある教育活動を支援 
【夢講演会】 
将来の夢を考えるきっかけとするため外部講師による講演
会を実施 

事業費 20,884 23,669 24,544 24,642 

将来の夢や目標
を持っている児
童生徒の割合 

小学校  
69.6% 

中学校 
38.9% 

小学校  
65.6% 

中学校 

39.0% 

小学校  
76.0% 

中学校 
65.0% 

小学校  
80.0% 

中学校 
80.0% 

主要施策 
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ふるさとを愛する教育の推進 基本方針３ 

 あらゆる分野において、今後益々グローバル化が進展する中で、ふるさとへの誇りを持ちつつ、外国

語活動の充実や国際交流、国際理解の取組みを推進するなど国際化社会で活躍できる人材の育成を図り

ます。 

基本施策(２) グローバル化社会に対応する教育の推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

英語指導助手（AET）設置事業 
AET（７名）を配置し、小学校３～６年生
を対象とした英語活動、中学校英語科
の授業で指導助手を行う 

事業費 33,567 33,567 34,000 33,567 

英語指導助手
（AET）配置人数 

７人 ７人 ７人 ７人 

英語の学習意欲向上に向けた取組の
推進 

• 英語検定にチャレンジする意欲のある
生徒に検定料を支援（夢チャレンジサ
ポート事業の一環） 

• 英語スピーチコンテストの開催 

事業費 20,884 23,669 24,544 24,642 

英語検定にチャ
レンジする生徒
の割合 

29％ 30％ 31％ 32％ 

主要施策 
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地域社会で支える教育と子育て支援の充実 基本方針４ 

 都市化や核家族化が進行する中で、子どもの教育の原点である家庭の教育力の向上等家庭教育の啓発・

推進はもとより、家庭・学校・幼稚園・保育所（園）・地域が連携し、地域ぐるみで子どもの教育と子育

てを支援する環境の充実に取り組みます。このため、地域が学校を支援する活動や地域で子どもを育てる

環境づくりを推進するとともに、PTA等関係団体とも協力し教育と子育て支援の連携を図ります。 

基本施策(１) 地域との連携による教育・子育て支援の推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

学校教育活動・運営状況の情報発信 
オープンスクールウィークなどを活用し、
学校の教育活動や運営状況を家庭・地域
に積極的に情報発信する 

事業費 －  － － － 

オープンスクー
ルの来場者数 

7,977人 9,088人 10,000人 12,000人 

学校支援地域本部の設立支援 
学校・家庭・地域の連携による小中一貫
教育を推進するため、中学校区において
学校支援地域本部の設置を促進する 

事業費 100 200 400 700 

中学校区におけ
る学校支援地域
本部の設置件数 

1校区 1校区 4校区 7校区 

コミュニティ・スクール（学校運営協議
会制度）の設置 

地域とともにある学校づくりを推進するた
め、学校運営協議会の設置を検討・実施
する。 

事業費 － － 330 450 

コミュニティ・ス
クール設置校数 

－ － 8校 15校 

主要施策 
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主要施策（づづき） 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

京都府、PTAとの連携による家庭教育
活動の支援 

京都府の中丹はぐくみサポート会、舞鶴
市PTA連絡協議会の研究大会等への支
援を通じて、家庭教育力の向上を図る 

事業費 － － － － 

        

放課後児童クラブ整備・運営事業 
地域子育て支援協議会等に「放課後児童
クラブ」の運営を委託し、児童の健全育成、
仕事と子育ての両立支援を図る 

事業費 88,197 101,496 101,765 101,765 

放課後児童クラ
ブ数 

26ヶ所 28ヶ所 28ヶ所 28ヶ所 
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地域社会で支える教育と子育て支援の充実 基本方針４ 

 児童生徒が集団行動の中で規範を身に付けるとともに、心身ともにたくましさを養うため、海洋少年

団やボーイスカウト等の健全育成を目的とする団体等をはじめ、児童合唱団やスポーツ少年団など文

化・スポーツ団体等との連携を推進し子どもの健全な育成支援を図ります。 

基本施策(２) 社会活動団体との連携の推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

舞鶴市レクリエ－ション協会補助 

レクリエーション活動を通じて生涯学習・
生涯スポーツの振興、社会教育活動の
促進、青少年の健全育成等を図る団体
への補助 

事業費 80 80 72 72 

連携事業数 4 5 6 7 

舞鶴市ＰＴＡ連絡協議会補助 

研究会などを通じて舞鶴市における好
ましい教育環境の醸成と児童・青少年
の健全育成に寄与している団体への補
助 

事業費 100 100 90 90 

研究会 年１回 年１回 年２回 年２回 

社会体育団体支援補助金・スポーツ少
年団育成助成 

舞鶴市スポーツ協会・舞鶴市スポーツ
少年団加盟団体に対して補助金等を支
出し活動を支援 

事業費 1,380 1,450 1,450 1,450 

助成団体数 15 16 16 16 

主要施策 
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 次代を担う子どもを育成し、また、市民自らが生涯にわたり学び、自らを高め生きがいのある人生を

歩み続けることができるよう、誰もが心豊かに学習できる環境づくりを推進します。このため、高齢者

等の生きがいづくりに資する文化的な活動の推進を図るとともに、世代間の交流等を通じて、高齢者を

はじめ市民がこれまで学んだ知識や経験、技能を活かして地域で活躍できる環境づくりを推進します。 

心豊かな生涯学習の推進 基本方針５ 

基本施策(１) 市民の学習活動の推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

生涯学習推進事業 
さまざまな知識や経験を持つ市民を「ま
ちの先生」に認定し、幅広く活躍できる
よう支援 

事業費 154 129 109 109 

登録者数 228 240 250 260 

赤れんがパーク企画展開催事業 

赤れんがパークで舞鶴の歴史・文化を
テーマとした企画展を開催するとともに、
テーマと関連した講師を招聘し講演会・
シンポジウムを実施する 

事業費   499 804 804 

企画展開催回数   1回 1回 1回 

文学に親しむ講座 
大学の先生等を講師に文学に関する講
座や読書会を開催する 

事業費 80 40 40 40 

文学講座開催回数 年2講座 年1講座 年1講座 年1講座 

読書会開催回数 月1回 月1回 月1回 月1回 

主要施策 
16 



主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

おはなし会 
子どもの年齢に応じた読み聞かせな
どを行い、本に親しむ機会を提供する 

事業費 88 88 67 67 

おはなし会開催回数 月3回 月3回 月3回 月3回 

読み聞かせ開催回数 月1回 月1回 月1回 月1回 

読書週間行事・おたのしみ会 
ボランティアとの協働による人形劇や
エプロンシアター、図書を利用した工
作教室、読み聞かせなど開催する 

事業費 64 64 50 50 

おたのしみ会等 
開催回数 

年6回 年6回 年6回 年6回 

ブックトーク・貸出文庫 
ブックトークは市内全小学校を対象に、
貸出文庫は遠隔地の小学校を対象
に実施する 

事業費 0 0 0 0 

ブックトーク 
開催時間数 

1１0時間 110時間 100時間 100時間 

貸出文庫貸出冊数 延べ1万冊 延べ1.1万冊 延べ1万冊 延べ1万冊 

公民館等運営会議の開催 
公民館等のより良い運営へ、市民や
専門家から意見聴取を行う 

事業費 0 0 0 0 

運営会議を実施する
公民館等の数 

7館 7館 7館 7館 

生涯学習推進事業 
公民館等において、成人や子供・若
者、働き盛り世代等向けの講座や体
験学習等を開催 

事業費 4,520 4,519 4,575 4,575 

公民館の生涯学習講
座の参加延べ人数 

36,569人 36,204人 39,000人 40,000人 

地元学事業「ふるさとに乾杯！見て
歩き隊」 

地域住民自らが、まち探検や座学な
どを通じてまちの魅力や課題等を学
ぶ 

事業費 252 100 100 100 

地元学事業に取り組
む地区の数 

2地区 4地区 6地区 7地区 

主要施策（づづき） 
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 市民の健康増進等を図るため、だれもが気軽に運動やスポーツができる環境づくりを推進し、生涯ス

ポーツの振興を図るとともに、各種大会等スポーツイベントの充実に努めスポーツを通じた交流人口の

拡大を図ることにより、スポーツによるまちづくりを推進します。 

心豊かな生涯学習の推進 基本方針５ 

基本施策(２) 市民スポーツの推進 

主な事業・取組 事業・取組の概要 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

事業費（千円） 実績額 実績額 予算額 予定額 

成果指標 実績 実績 目標 目標 

赤れんが杯ジュニアスポーツ大会助成 
子ども対象の遠方からの参加者を招く
大会実施に対しての助成金を支出 

事業費 564 600 1,200 1,200 

参加者数 687 1,492 1,200 1,400 

スポーツ交流拠点づくり事業 オリンピック事前合宿等の誘致 事業費 4,555 397 6,492 2,000 

スポーツイベント助成 
市内での大規模大会開催に対して助成
金を支出 

事業費 900 1,900 300 700 

参加者数 4,000 3,628 1,200 4,600 

赤れんがハーフマラソン開催事業 赤れんがハーフマラソンの開催 
事業費 7,839 7,797 8,600 8,600 

参加者数 2,375 2,219 2,600 2,600 

駅伝大会等開催事業 駅伝大会・綱引大会の開催 
事業費 1,488 902 1,185 1,185 

参加者数 1,454 1,446 1,900 2,400 

地域スポーツ振興助成 
ちびっこソフトボール大会、地域運動会
開催等に対して助成金を支出 

事業費 640 620 1,000 1,000 

助成団体数 8 8 8 8 

スポーツ教室開催事業 子ども対象のスポーツ教室を開催 
事業費 3,664 3,996 4,000 4,000 

参加者数 1,648 894 2,500 3,000 

主要施策 
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舞
鶴
市
乳
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

 

 
0
歳
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
極
め
て
重
要
な
時
期
で
す
。

 

 
し
か
し
、
子
ど
も
や
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
子
育
て
の
基
本
で
あ
る
家
庭

は
も
と
よ
り
、
地
域
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
・
行
政
等
、
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
豊
か
な
遊
び
や
生
活
・
体
験
の
中
で
、
乳
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し

い
子
ど
も
の
姿
、
乳
幼
児
期
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
な
ど
を
市
民
全
体
で
共
有
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
趣
旨

 





文部科学省調査研究委託「幼児教育の推進体制構築事業」   

  
                               
                            舞鶴市 平成２９年度 乳幼児教育ビジョン推進事業  

乳幼児教育ビジョンの周知    

○講演会、説明会等の開催 
○ビジョン通信の発行   
 ・家庭向けにビジョンの内容をわかりやすく発信 

乳幼児教育の質の向上研修 対象：保育所・幼稚園、小学校 
 

全体講師：北野幸子准教授[神戸大学大学院] 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 

                  

子どもを主体とした保育  
講師：北野幸子准教授 
   （神戸大学大学院） 
◇公開・カンファレンス 
◇講義（ドキュメンテーション  保育リー 
     ダーの役割 他） 
◇グループワーク（ドキュメンテーション  
    公開保育の記録をもとに 他） 

保幼小連携 
講師：木下光二教授 
    （鳴門教育大学大学院） 
◇講義、グループワーク 
◇公開・カンファレンス 
◇小学校教育研究会生活科部 
     夏季研究会合同研修会 他 

乳幼児教育ｾﾝﾀｰ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ機能研究 
 

○行政による乳幼児教育の拠点機能研究 
 
○乳幼児教育の実践と専門家による研究等 
各分野をつなぐコーディネーターの育成研究 

乳幼児教育の推進体制構築事業検討会議 
 文部科学省の調査研究委託事業の実施について、研究推進体制の検討、研究結果の分
析やとりまとめ、普及等の意見を聴くため設置するもの 

保幼小接続カリキュラム 
策定研究 

 

講師：溝邊和成教授 
   （兵庫教育大学大学院） 

○カリキュラム策定会議 
 ・保育所、幼稚園、小学校、中
学校の保育者・教員代表 

 ・0－15歳を切れ目なくつなぐ 
  保幼小中連携カリキュラム 
   「まいづる015」（仮）の検討 
 ・事例の収集・研究 

○保幼小中連携研修 
 ・全園・全校対象 

事業全体 

○乳幼児教育ビジョン推進事業 全体会・報告会 
○乳幼児教育フォーラム   
・近隣市町村、委託研究自治体へ広報 



　新　 舞 　鶴 11 月 28 日

　三　　  　 笠 11 月 8 日

　倉　　  　 梯 9 月 23 日

　倉 梯 第 二 10 月 24 日

　与 　保 　呂 11 月 24 日

　志　　　　 楽 11 月 7 日

　朝　　　　 来 10 月 18 日

　大　　　　 浦 10 月 25 日

　中　 舞 　鶴 10 月 24 日

　明　　　　 倫 11 月 25 日

　吉　　　　 原 11 月 22 日

　余　　　　 内 11 月 10 日

　池 　　　　内 11 月 29 日

　中　　　　 筋 10 月 14 日

　福　　　　 井 11 月 22 日

　高　　　　 野 10 月 26 日

　岡　　　   田 11 月 29 日

　由　 良 　川 11 月 29 日

　青　　　　 葉 5 月 19 日 ～ 20 日

　白　　　　 糸 5 月 25 日 ～ 26 日

　和　　　　 田 10 月 12 日 ～ 13 日

　城　　　　 南 10 月 5 日 ～ 6 日

　城　　　　 北 9 月 28 日 ～ 29 日

　若　　　　 浦 5 月 25 日 ～ 26 日

　加　　　　 佐 6 月 23 日 ～ 24 日

46

24

141

42

159

119

平成28年度総合「ふるさと」に係るふるさと学習の取組実績

【対象：小学6年生、中学2年生】

中学2年生　ふるさと学習
（職場体験）

主な事業所

幼稚園・保育所、スーパー・小売店

中　学　校　名

小　学　校　名

47

幼稚園・保育所、スーパー・小売店

官公庁、飲食店、スーパー

官公庁、飲食店、スーパー・小売店

官公庁、飲食店、スーパー・小売店

飲食店、病院、スーパー

病院、保育園、官公庁

4

小学6年生　ふるさと学習
（舞鶴引揚記念館見学）

人数

217

47

53

7

63

13

110

24

36

12

実　施　日

実　施　日

11

人数

91

24

77

48

23

63

36

事業所数

9

47

18

42

36
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「ふるさと学習」に関するその他の取組 
 

①漁業の学習 

  京都府漁連、かまぼこ製造工場の見学 

  （小学校3年生） 
 

②農業の学習 

  田植え・稲刈り体験、万願寺甘とう等の特産物 

  の学習、加佐地域の小学校では茶摘み等の収 

  穫体験 
 

③歴史の学習 

  史跡、建造物等の見学、地域の祭事に参加 
 

④副読本「わたしたちのまち舞鶴市」 

  小学３・４年生の社会科学習に活用 



舞鶴市におけるコミュニティ・スクール（学校運営協議会）の方向性  【平成29年度～】 

小中一貫教育をより効果的に進めるため、学校・家庭・地域が教育目標や課題等を共有し、熟議（熟慮と議論）を重ねる
ことにより、地域ぐるみでより良い教育環境づくりを進めるための手法の一つとして、学校運営協議会の設置を推進 

機能・役割 

① 校長が作成する教育目標、教育課程の編成、学校経営
計画等の基本方針の承認 

② 校長又は教育委員会に対して、学校運営に関する意見
を述べる 

③ 学校の運営状況について点検及び評価を行う 

学校運営協議会 
学校関係者評価 

学校アドバイザー 

※ 現行の「学校アドバイザー」と「学校関係者評価」を協議会
へ機能集約し、『学校経営計画への意見と承認 ⇒ 点検・評
価 ⇒ 反映・改善』という一連のサイクルを一元化 

設置 

 趣旨が達成できると認められる場合、市教育委員会が協
議会を置く学校を指定 

 小中一貫教育と連動した地域による学校支援を期待して
いるため、小中一貫教育モデル校区から順次導入 

             ↓ 
 29年度は城北・加佐校区に導入 

各学校に設置後、中学校区による協議会の意見交換の場と
して、「コミュニティ・スクール委員会」を開催 

○○小学校 

運営協議会 

○○小学校 

運営協議会 

○○小学校 

運営協議会 

○○中学校 

運営協議会 

○○中学校区コミュニティ・スクール委員会 

協議会委員 

構成 
保護者、地域住民、校長、教職員、学識経験者、
その他教育委員会が適当と認める者 

定員 各校１０人以内（校長・教職員含む） 

校長の推薦により市教育委員会が任命 



(2)　児童生徒質問紙より

将来の夢や目標を持っていますか

学校の授業以外に、普段（月～金曜日）1日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾や家庭教師を含む）

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯
電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットを
しますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く）

小学校 中学校
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４時間以上 ３時間以上４時間まで ２時間以上３時間まで 

１時間以上２時間まで 30分以上 1時間まで 30分未満 

持っていない 

9.6  

8.2  

6.1  

7.8  

14.2  

13.7  

27.7  

25.3  

27.7  

31.1  
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